
【取組内容①】 ・単元構成と評価基準を生徒と共有し、主体的・対話的で深い学びへ導く工夫。

武雄市立武雄中学校（佐賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・単元で学習する内容を可視化し、授業における全ての学習内容を生
徒が把握することができる。（図１・図２）単元計画には、個別最適
な学びや協働的な学びを支えるための工夫として、生徒の進捗状況を
確認するためのシートが準備されている。（図３）教師はファシリテー
ターとして個別最適な学びを進めるにあたり、生徒一人一人の進度や
理解の状況が確認できる。生徒は、他の生徒の状況が分かり、学習を
自分より先に進めている友達からのアドバイスにより、協働的な学びの
中で他者の学び方を学ぶことができる。また、評価についても生徒が具
体的に確認することができる。（図４）このことは、学習者を育てること
になり、主体的・対話的で深い学びにつながっていく。
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